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用いて Hazard ratioを算出した。平均観察期間は 2.5±2.1年(最長 8.3年)で追
跡率は 98%だった。 
【結果】 
生体弁を用いた患者(B 群)は 323 人で、機械弁を用いた患者(M 群)は 168 人だ
った。B群の方がM群よりも高齢(B群 73.6±7.0歳、M群 64.8±9.1歳；p<0.01)
で、糖尿病罹患率が高かった(B 群 39.6%、M 群 25.0%；p<0.01)。入院死亡率
は二群間に有意差は認めなかった(B群 12.1%、M群 8.9%；p=0.29)。5年生存
率は B群が 39.3%、M群が 50.4%で差はなかった(p=0.42)。弁関連死回避率は
5年で B群が 80.4%、M群が 81.2%で差はなかった(p=0.17)。出血性合併症の
回避率は 5年で B 群が 75.0%、M群が 70.0%で差はなかった(p=0.65)。塞栓性
合併症の回避率は 5 年で B 群が 92.9%、M 群が 94.3%で差を認めなかった


















5年生存率はB群 39.3%、M群 50.4%で、log-rank法による p値は 0.42であり、二群間
に有意差は認めなかった。5年出血性合併症回避率は B群 75.0%、M群 70.0%で差はな









 したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
 なお、本学位授与申請者は、令和 元 年 １２ 月 ５ 日実施の論文内容とそれに
関連した研究分野並びに学識確認のための試問を受け、合格と認められたものである。 
要旨公開可能日：      年   月   日 以降 
